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第 1 分 科 会 第 2 分 科 会 第 3 分 科 会

暴力団対策の総括的評価

ＪＯＣパートナー都市協定について

Q

A

Q

A

暴力団排除条例の制定などによるこれまでの
暴力団排除の取り組みに対する総括的評価に

ついて尋ねる。

ごみの分別・リサイクルで家庭ごみが減っている。
処理コストの軽減分を市民に対してごみ袋値下

げで還元すべきではないか。

本市では、これまで啓発活動や民事介入暴力に
ついての相談の実施、市のあらゆる事務事業か

らの徹底した暴力団排除に努めてきた。また、国に
対して要望活動を行った結果、県警察官の増員や暴
力団対策法の抜本的改正などが着実に進んできた。
　本年１月実施の「企業対象暴力に対するアンケー
ト」では、暴力団等から不当要求を受けたと回答し
た企業は２％、４社で、ピーク時の平成１５年の３３．９
％、９７社から大幅に減っており、暴力団対策は着実
に進展している。

平成１５年度比で家庭ごみ量の３３％削減やリ
サイクル率を３５％に向上するなどの高い目標

に向けて取り組んでおり、この歩みを緩めることな
くごみの減量・資源化を推進していきたい。このため、
指定袋の手数料を改定する考えはない。
　なお、家庭ごみの処理には、約８０億円を要してい
るが、市民が指定袋で負担しているのは処理経費の
約２０％に当たる約１５億円であり、収支は見合って
いない。
　ごみの減量・資源化をさらに促進していくために
は、ごみ排出者として、市民にも一定の役割を分担
していただく必要がある。

日本オリンピック委員会（ＪＯＣ）とのパートナー
都市協定を早急に締結すべきと思うが見解を

尋ねる。

ＩＣＴ（情報通信技術）の活用などにより保育以外
の業務負担を軽減すべきと考えるがどうか。

近年、ＪＯＣは、川崎市などスポーツ政策の中に
オリンピック・ムーブメントに関連する取り組み

を盛り込んだ都市と協定を締結している。
　協定締結により期待される効果として、オリンピ
アンが本市のジュニア選手を直接指導するなど、選
手の強化育成に一定の効果がもたらされることな
どが挙げられる。
　現在、締結の前提となるＪＯＣ視察団の受け入れ
に向けた調整を行っている。
　キャンプ地誘致に弾みをつけるためにも、年内の
協定締結を目標に取り組んでいきたい。

保育士の職場環境の改善について、今年度から
ＩＣＴ導入費用の一部を補助する制度を実施した。

具体的には、園児の基本情報や既往症などの情報
を管理する園児台帳と指導計画や保育日誌を連動
させるなどの取り組みに支援を行っている。
　ＩＣＴ導入により、保育士の業務負担の軽減を図る
だけでなく、保育士や保護者にとって必要な情報を
効果的・効率的に活用することも可能となり、保育の
質を向上させる効果も期待できる。
　保育現場のニーズを把握し、さらなるＩＣＴ化の推
進を図るなど、あらゆる方策によって、保育士の職
場環境の改善に努めていきたい。

本市に祖父母がいる市外在住者に対する孫タ
ーンについて、奨励金などの充実とＰＲを図って

はどうか。

孫ターンについては、豊後高田市が、市外在住
の孫世帯を対象に、同市にある祖父母の家で２

年以上定住することを条件に、１世帯あたり１０万円
の奨励金を交付している。また、長崎県でもＰＲを実
施するなど取り組みを強化している。
　本市でも、Ｕ・Ｉターン希望登録者の半数を２０代、３
０代が占めている。こうした若い世代の移住希望者
は、仕事とともに、生活コストや交通利便性など豊か
な暮らしを重視する傾向にある。様々な施策の充実
を図り、「住みよい街」という特徴を若い世代へ働き
かけることで、更なるＵ・Ｉターン就職に繋げていく。
　

門司港レトロに新たな息吹を吹き込むためにも、
遊歩道等の整備を急ぐべきと考えるがどうか。

門司港レトロ地区からめかり地区にかけ、昭和５
９年度から、和布刈観潮遊歩道や旧門司遊歩道

緑地、ノーフォーク広場等の整備を行った。
　更なるにぎわい創出のために、関門海峡という素
晴らしい自然を最大限に活用し、新たな観光客の需
要を取り込むことは、重要な課題である。遊歩道等
は、供用開始から、約３０年が経過しているものもあ
り、施設の老朽化、市民ニーズの変化等も踏まえた
新たな視点からの検討が必要である。
　利用者ニーズの把握や施設の再点検を行い、対
応策を整理した上で、必要な整備を行いたい。　

家庭ごみ袋料金の値下げ

保育士の職場環境の改善

Q

A

Q

A

孫ターンについて

にぎわいづくり推進と観光客集客振興

Q

A

Q

A

請願17件、陳情89件が継続審査になりました。

請願・陳情の審議結果

9月23日に行われた市長への質疑の中から、いくつかの質疑と答弁の要旨を紹介します。9月23日に行われた市長への質疑の中から、いくつかの質疑と答弁の要旨を紹介します。

　
　
　
　
　
決
算
の
特
色
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
平
成
２７
年
度
は
、
本
市
の
魅

　
　
　
　
　
力
を
高
め
、
人
や
企
業
が
集

ま
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
、
女
性

や
若
者
が
定
着
す
る
地
方
創
生
の
成
功
モ

デ
ル
都
市
を
目
指
す
思
い
で
取
り
組
ん
だ
。

　
政
策
面
で
は
、
重
点
的
に
取
り
組
む
５

つ
の
柱
を
掲
げ
た
。

　「
高
齢
・
少
子
対
策
の
加
速
」
で
は
、

認
知
症
支
援
・
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
の
開

設
に
向
け
た
改
修
や
予
備
保
育
士
の
雇
用

費
の
助
成
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。「
地
域

経
済
対
策
の
推
進
」
で
は
、
北
九
州
空
港

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、
200
便
を

超
え
る
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
を
実

現
し
、
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
Ｔ

Ｇ
Ｃ
）
や
北
九
州
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
た
。

「
魅
力
的
な
地
域
の
創
生
を
推
進
」
で
は
、

地
域
企
業
の
魅
力
を
情
報
発
信
す
る
た
め

北
九
州
ゆ
め
み
ら
い
ワ
ー
ク
を
開
催
し
た
。

「
環
境
未
来
都
市
の
創
造
」
で
は
、
城
野

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
街
区
形
成
事
業
を
着
実
に

進
め
た
。「
安
全
・
安
心
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
で
は
、
安
全
・
安

心
条
例
行
動
計
画
を
策
定
し
、
地
域
の
自

主
防
犯
活
動
の
活
発
化
な
ど
に
取
り
組
ん

だ
。

　
財
政
運
営
で
は
、
収
支
改
善
に
取
り
組

み
、
３
年
連
続
し
て
、
財
源
調
整
基
金
を

取
り
崩
す
こ
と
な
く
収
支
が
均
衡
し
た
。

　
今
後
と
も
、
一
層
、
事
業
の
「
選
択
と

集
中
」
を
図
り
、
持
続
可
能
で
安
定
的
な

財
政
運
営
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　
　
本
市
の
人
口
が
転
出
超
過
と

　
　
　
　
　
な
っ
て
い
る
が
年
代
別
の
原

因
と
対
応
策
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
０
歳
か
ら
９
歳
の
転
出
は
、

　
　
　
　
　
保
護
者
に
同
伴
す
る
も
の
な

の
で
、
保
護
者
世
代
に
向
け
て
、
子
育
て

環
境
の
充
実
、
雇
用
の
場
の
拡
大
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
２０
歳
代
前
半
は
、
市
内
の
大
学
の
卒
業

者
の
約
８
割
が
市
外
の
企
業
に
就
職
し
、

市
外
か
ら
の
転
入
も
少
な
い
。
情
報
通
信

産
業
や
本
社
・
研
究
機
能
等
の
誘
致
、
地

元
就
職
促
進
に
向
け
た
奨
学
金
返
済
支
援

の
検
討
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
７０
歳
以
上
は
、
市
外
に
居
住
す
る
親
族

と
同
居
す
る
た
め
の
転
出
な
ど
親
族
の
事

情
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
い
。
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
方
々
に
長
年
培
っ
た
技

術
・
経
験
な
ど
を
活
か
し
て
、
地
元
に
Ｕ

タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
し
て
活
躍
し
て
も
ら

う
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
世
代
に
対
す
る

転
出
防
止
策
を
行
う
と
と
も
に
、
雇
用
を

増
や
す
取
り
組
み
等
を
積
極
的
に
進
め
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を

オ
ー
ル
北
九
州
で
加
速
さ
せ
る
。

　
　
　
　
　
本
市
を
一
言
で
言
い
表
す
キ
ャ

　
　
　
　
　
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
作
り
、
市
の

イ
メ
ー
ジ
が
内
外
に
定
着
す
る
ま
で
使
い

続
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
本
市
は
、
多
彩
な
文
化
や
歴

　
　
　
　
　
史
な
ど
に
根
差
し
た
多
種
多

様
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
あ
り
、
そ

れ
を
一
言
で
表
現
す
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
。

　「
元
気
発
進
！
北
九
州
」
プ
ラ
ン
の
中
で

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
に
掲
げ
て
い
る
「
人

と
文
化
を
育
み
、
世
界
に
つ
な
が
る
、
環

境
と
技
術
の
ま
ち
」
を
基
軸
と
し
て
、「
世

界
遺
産
の
あ
る
街
・
北
九
州
市
」「
世
界

の
環
境
首
都
」「
子
育
て
日
本
一
を
実
感
で

き
る
ま
ち
」「
映
画
の
街
・
北
九
州
」「
文

学
の
街
・
北
九
州
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
場

面
や
目
的
に
応
じ
て
、情
報
発
信
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
本
市
の
魅
力
・
強
み
を
国
内

外
に
さ
ら
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
場
面
や

目
的
に
応
じ
て
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
活
用
す

る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
粘
り
強
く

情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
に

　
　
　
　
　
対
す
る
県
の
補
助
事
業
に
政

令
市
も
対
象
と
す
る
よ
う
県
に
要
望
す
べ

き
。
ま
た
、
市
単
独
の
ハ
ー
ド
事
業
計
画

を
作
成
し
、
県
に
事
業
対
象
の
変
更
を
要

望
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
は
、

　
　
　
　
　
法
律
に
基
づ
き
、
土
地
所
有

者
や
管
理
者
等
が
施
工
す
る
こ
と
が
困
難

ま
た
は
不
適
当
な
場
合
に
都
道
府
県
が
施

工
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

市
内
８２
カ
所
が
完
成
し
、
今
年
度
も
１４
カ

所
で
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
１０

年
間
の
事
業
費
は
約
３０
億
円
で
あ
る
。

　
市
で
は
、
県
の
工
事
を
推
進
す
る
た
め
、

県
と
き
め
細
か
な
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

併
せ
て
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
周
知
、

警
戒
避
難
体
制
の
整
備
な
ど
ソ
フ
ト
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成
２７
年
度
は
、

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
各
世
帯
に
配
布
し
、

市
民
と
の
図
上
訓
練
な
ど
に
取
り
組
み
、

最
近
５
カ
年
の
決
算
額
の
合
計
は
、
約
１

億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
県
の
工
事
に
必
要
な
地
元

調
整
な
ど
に
積
極
的
に
協
力
し
、
土
砂
災

害
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。
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本会議での質疑・質問と答弁

1～3面

　9月定例会が9月1日から9月30日までの30日間の会
期で開かれました。
　市長から44件の議案が提出され、審議の結果、すべて
の議案について原案のとおり決定しました。また、議員か
ら提出された議案は13件で、うち9件を可決しました。

平成27年度
各会計決算
を認定！！

4面

本会議での質疑・質問と答弁

本会議での質疑・質問と答弁

決算特別委員会の市長質疑での質問と答弁

議会報告会のお知らせ など

主
な
内
容

岡　本　義　之
森　　　浩　明
荒　川　　　徹
藤　沢　加　代
本　田　忠　弘
木　畑　広　宣
福　島　　　司
山　内　涼　成
田　中　光　明
西　田　　　一
奥　村　直　樹
松　岡　裕一郎
加　藤　武　朗
八　記　博　春
吉　村　太　志
佐　藤　栄　作
山　本　真　理
上　野　照　弘
鷹　木　研一郎
新　上　健　一
村　上　直　樹
大久保　無　我
柳　井　　　誠
波　田　千賀子
佐　藤　　　茂
村　上　幸　一

　本会議では、各会派から次の26
人の議員が質疑・質問を行いました。
（発言順。掲載記事の順番とは異な
ります。）

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

公 明 党
ハートフル北九州
日 本 共 産 党
日 本 共 産 党
公 明 党
公 明 党
ハートフル北九州
日 本 共 産 党
日 本 共 産 党
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ハートフル北九州
公 明 党
維 新 の 会
日 本 共 産 党
地 域 の 声
みんなの北九州
ふくおかネット
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自 由 民 主 党
自 由 民 主 党
公 明 党
ハートフル北九州
日 本 共 産 党
日 本 共 産 党
自 由 民 主 党
自 由 民 主 党

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

視覚障害（1級か2級）のある方に、市議会だよりの点字版、テキスト版CD（※）、
音声版CDなどを無料でお届けします。
※テキスト版CDの視聴は専用ソフトが必要です。

聴覚障害のある方が本会議の傍聴を希望する時は、要約筆記者や手話通訳者
の派遣先を紹介しています。事前にお問い合わせください。

次の定例会は、12月開催の予定です。

□全世帯配布1621001F

お　知　ら　せ

【問い合わせ先】 市議会事務局総務課 ☎582-2621

【問い合わせ先】 市議会事務局政策調査課 ☎582-2632

11月15日（火）旧大連航路上屋２階ホール
若松市民会館小ホール11月21日（月）
　　 議　　場11月22日（火）

議

　員

市

　長

　議員が定例会の会議を長期欠席した場合に、議員報酬の月額を減額する「北九州市議
会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例」が提
案され、全会一致で可決されました。

定例会開会の日から６月を経過した日までの間、定例会の会議を全て欠席した場
合、６月を経過した日の翌月から議員報酬月額の２０%を減額する。
（1）に該当している議員が、定例会開会の日から１年を経過した日までの間、定例
会の会議を全て欠席した場合、１年を経過した日の翌月から議員報酬月額の５０
%を減額する。

議員報酬の改正条例案が可決されました

平成27年度
各会計決算
を認定！！

戦略広報室の設置と民間プロデュース力の活用 災害発生時の情報収集と救助活動

子どもたちが集う公園整備

門司港レトロ地区と若松のにぎわい創出

保育士の職場環境の改善

エアコン設置に伴う夏休みの短縮

可決した意見書・決議
　市議会では、議員提出議案として、市政や市民生活に関わりの深い事柄について改善を
求める等のため、国や関係機関への意見書の提出や決議を行っています。
　今定例会では、７件の意見書、１件の決議を可決しました。その件名をご紹介します。
女性の健康の包括的支援に関する法律の早期成立を求める意見書
無年金者対策の推進を求める意見書
子どもの医療費助成に係る国民健康保険の国庫負担減額調整措置の見直しを求める意見書
返還不要の給付型奨学金の創設及び無利子奨学金の拡充を求める意見書
同一労働同一賃金の実現を求める意見書
有害鳥獣対策の推進を求める意見書 
チーム学校運営の推進等に関する法律の早期制定を求める意見書
北朝鮮の弾道ミサイル発射及び核実験に強く抗議する決議

○
○
○
○
○
○
○
○

１ 適用要件及び減額率

　減額規定を適用されている議員が、定例会、臨時会の会議、議会運営委員会、常任委員
会、特別委員会のいずれかに出席した場合、出席した日の属する月から全額支給する。

2 復帰時の取り扱い

（1）

（2）

※なお、公務災害及び感染症予防法の就業制限の対象となる感染症による欠席につい
　ては、適用しない。

市議会事務局議事課 ☎582-2628

いずれも
18：00受付、18：30開始

22日（火）の議場での議会報告会では、先着６０人は議員席に座ることができ、本会議の雰囲気が
疑似体験できます！！

関門海峡たこ（門司区）

　
　
　
　
　
育
児
と
介
護
を
同
時
に
担
う

　
　
　
　
　「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」
に
関
す
る
実

態
調
査
を
本
市
で
も
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　
　
内
閣
府
が
昨
年
度
行
っ
た
実

　
　
　
　
　
態
調
査
に
よ
る
と
、
ダ
ブ
ル

ケ
ア
を
行
う
人
は
全
国
で
約
２５
万
人
と
推

計
さ
れ
て
い
る
。

　
ダ
ブ
ル
ケ
ア
は
、
働
き
盛
り
の
年
代
が

育
児
と
介
護
の
両
方
を
担
う
こ
と
か
ら
、

担
い
手
の
心
身
に
与
え
る
負
担
は
大
き
く
、

そ
の
方
々
へ
の
配
慮
、
支
援
は
重
要
課
題

で
あ
る
。

　
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
状
態
は
多
種
多
様
で
あ

り
、
世
帯
の
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

支
援
を
行
う
た
め
に
も
、
現
状
や
実
態
を

把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
今
年
度
実
施
す
る
高
齢
者
等
実
態
調
査

で
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
関
す
る
設
問
を
新
た
に

加
え
る
と
と
も
に
、
区
役
所
窓
口
等
で
の

相
談
状
況
な
ど
を
通
じ
て
、
実
態
把
握
に

努
め
た
い
。

ダ
ブ
ル
ケ
ア
支
援
に
つ
い
て

平
成
２７
年
度
決
算
に
つ
い
て

豪
雨
・
土
砂
災
害
対
策

ブロッコリー（小倉南区、若松区など）

人
口
の
転
出
超
過

都
市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
つ
い
て



　
　
　
　
　
平
成
２７
年
度
の
介
護
保
険
法

　
　
　
　
　
改
正
に
よ
り
、
制
度
が
大
き

く
変
わ
っ
た
。
制
度
変
更
に
関
す
る
市
民

周
知
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
法
改
正
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
充

　
　
　
　
　
実
や
給
付
の
重
点
化
・
効
率

化
を
一
体
的
に
行
う
見
直
し
が
行
わ
れ

た
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
要
件
の

変
更
は
、
出
前
ト
ー
ク
や
市
政
だ
よ
り
、

待
機
者
全
員
へ
の
施
設
か
ら
の
個
別
説
明

な
ど
で
周
知
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
要
支
援
１
・
２
の
方
が
利
用
す

る
訪
問
介
護
及
び
通
所
介
護
に
つ
い
て
は
、

今
年
の
１０
月
か
ら
、
従
来
の
保
険
給
付
に

相
当
す
る
「
予
防
給
付
型
サ
ー
ビ
ス
」
と

基
準
を
緩
和
し
た
「
生
活
支
援
型
サ
ー
ビ

ス
」
の
２
つ
の
事
業
を
実
施
す
る
が
、
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
へ
の
チ
ラ
シ
の
郵
送
や
市

政
だ
よ
り
、
出
前
ト
ー
ク
、
出
前
講
演
な

ど
で
の
周
知
に
努
め
て
き
た
。

　
今
後
も
、
改
正
内
容
の
説
明
に
努
め
、

理
解
の
促
進
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
　
公
契
約
条
例
制
定
に
向
け
て
、

　
　
　
　
　
先
行
自
治
体
の
効
果
分
析
な

ど
調
査
研
究
の
再
開
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
平
成
２４
年
度
に

　
　
　
　
　
市
内
部
に
公
契
約
条
例
研
究

会
を
設
置
し
、
平
成
２５
年
３
月
ま
で
、
労

働
関
係
団
体
や
地
元
企
業
な
ど
の
有
識
者

か
ら
意
見
を
聴
取
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
労
働
関
係
団
体
か
ら
は
、

肯
定
的
な
意
見
が
示
さ
れ
た
も
の
の
、
企

業
を
経
営
す
る
立
場
か
ら
は
、
書
類
作
成
、

下
請
の
賃
金
管
理
に
よ
る
事
務
の
増
加
、

賃
金
決
定
へ
の
市
の
介
入
、
社
内
で
の
賃

金
格
差
な
ど
、
そ
の
影
響
を
危
惧
す
る
も

の
が
多
か
っ
た
。

　
公
契
約
条
例
を
制
定
し
た
自
治
体
は

徐
々
に
増
え
て
い
る
が
、
政
令
市
で
は
、

３
都
市
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
条
例
制
定

の
効
果
や
影
響
を
判
断
す
る
に
は
、
今
し

ば
ら
く
時
間
を
要
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
当
面
、
公
契
約
従
事
者
の
労
働
環
境
の

改
善
に
つ
い
て
は
、
現
行
契
約
制
度
を
着

実
に
実
施
す
る
中
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　
　
　
　
　
本
市
に
お
け
る
国
土
強
靭
化

　
　
　
　
　
地
域
計
画
に
対
す
る
考
え
方

や
策
定
の
必
要
性
、
策
定
時
期
や
進
め
方
、

内
容
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
域

　
　
　
　
　
防
災
計
画
で
、
あ
ら
ゆ
る
災

害
を
想
定
し
、災
害
予
防
、災
害
応
急
対
策
、

災
害
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
き
た
。

　
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
は
、
リ
ス
ク
を

幅
広
い
視
点
か
ら
洗
い
出
し
総
括
で
き
る

こ
と
、
脆
弱
性
の
評
価
に
よ
り
、
本
市
の

防
災
の
取
り
組
み
を
再
評
価
で
き
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
本
市
の
防
災
力
の
向
上
が
図

ら
れ
る
の
で
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
全
庁
的

な
検
討
体
制
を
設
け
て
取
り
組
む
予
定
で
、

市
内
部
で
の
検
討
を
今
年
度
中
に
終
え
、

そ
の
う
え
で
外
部
の
有
識
者
や
市
民
の
意

見
を
聞
い
て
議
論
を
深
め
、
早
期
の
計
画

の
策
定
を
目
指
す
。

　
　
　
　
　
市
民
の
戦
争
体
験
や
本
市
の

　
　
　
　
　
歴
史
を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、

子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
場
と
な
る（
仮
称
）

平
和
資
料
館
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
平
和
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
は
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈

念
式
典
の
実
施
や
戦
時
資
料
展
示
コ
ー
ナ

ー
の
運
営
な
ど
、
市
民
に
身
近
で
分
か
り

や
す
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
戦
後
７１
年
が
経
過
し
、
戦
争

の
記
憶
が
ま
す
ま
す
風
化
す
る
こ
と
に
危

機
感
を
持
っ
て
い
る
。
戦
争
を
知
ら
な
い

次
世
代
の
人
々
が
本
市
で
起
き
た
先
の
戦

争
の
悲
劇
に
向
き
合
い
、
平
和
の
大
切
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
更
な
る
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。

　
現
在
、
戦
時
資
料
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

戦
時
下
の
暮
ら
し
を
中
心
と
し
た
展
示
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
、
本
市
の
空
襲

や
長
崎
原
爆
関
連
展
示
の
拡
充
な
ど
の
検

討
と
併
せ
て
、
展
示
場
所
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
る
。

　
　
　
　
　
ス
マ
ー
ト
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス

　
　
　
　
　
テ
ー
シ
ョ
ン
化
に
つ
い
て
、Ｊ

Ｒ
九
州
に
対
し
、
誠
実
な
対
応
を
申
し
入

れ
る
べ
き
。

　
　
　
　
　
本
年
の
６
月
末
に
、
筑
豊
本

　
　
　
　
　
線
の
直
方
駅
か
ら
若
松
駅
間

に
お
い
て
、
直
方
駅
と
折
尾
駅
を
除
く
有

人
駅
で
、
駅
員
を
廃
止
す
る
代
わ
り
に
中

間
駅
に
拠
点
を
設
け
、
集
中
し
て
駅
の
管

理
業
務
を
行
う
「
ス
マ
ー
ト
・
サ
ポ
ー
ト
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
導
入
し
た
い
と
申
し

入
れ
が
あ
っ
た
。

　
本
市
と
し
て
は
、
安
全
面
や
利
便
性
へ

の
配
慮
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
現
状
を
維

持
す
べ
き
で
あ
る
と
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

ま
た
、
地
元
の
方
々
に
対
し
て
は
、
十
分

な
説
明
を
行
い
、
慎
重
か
つ
丁
寧
に
対
応

す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

　
中
で
も
若
松
駅
は
、
主
要
な
交
通
の
乗

り
継
ぎ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
と
も
に
、
か

つ
て
貨
物
取
扱
量
が
日
本
一
を
誇
っ
た
歴

史
的
背
景
や
筑
豊
本
線
の
起
点
の
駅
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
若
松
区
民
の
思
い
に
も
十

分
配
慮
い
た
だ
く
よ
う
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査

　
　
　
　
　
は
体
制
を
強
化
し
早
期
に
終

え
、
防
災
対
策
の
た
め
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
関
係
部
局
で
共
有
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
健
康
被
害
を
防

　
　
　
　
　
止
す
る
た
め
、
民
間
建
築
物

に
お
け
る
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
実

態
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
の
可
能
性
の
高
い
１

０
０
０
㎡
以
上
の
大
規
模
建
築
物
の
う
ち
、

昭
和
３１
年
か
ら
平
成
元
年
に
建
築
さ
れ
た

約
４
０
０
０
棟
に
つ
い
て
、
平
成
２７
年
度

に
調
査
終
了
し
た
。
ま
た
、
平
成
２５
年
度

よ
り
、
１
０
０
０
㎡
未
満
の
建
築
物
に
つ

い
て
も
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
実
態
調
査
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
方
式

で
実
施
し
、
国
の
交
付
金
制
度
を
活
用
し

て
外
部
委
託
を
行
っ
て
い
る
。

　
調
査
結
果
は
、
現
在
、
台
帳
で
管
理
し

て
い
る
が
、
今
後
、
実
態
調
査
の
進
捗
に

伴
い
災
害
時
に
迅
速
な
対
応
を
行
う
た
め
、

地
図
デ
ー
タ
で
管
理
し
関
係
部
局
と
情
報

共
有
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
公
共
施
設
の
利
用
料
金
の
適

　
　
　
　
　
正
化
な
ど
、
更
な
る
行
財
政

改
革
の
取
り
組
み
を
含
め
、
今
後
ど
の
よ

う
に
財
政
規
律
を
維
持
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
福
祉
・
医
療
関
係
経
費
は
、

　
　
　
　
　
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、

今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
の
中
で
、

持
続
可
能
で
安
定
的
な
財
政
運
営
の
た
め

に
は
、
不
断
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

を
通
じ
、
経
営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

　
現
在
、
北
九
州
市
行
財
政
改
革
大
綱
に

掲
げ
た
４
本
の
柱
に
基
づ
き
、
毎
年
度
、

推
進
計
画
を
定
め
、
行
財
政
改
革
を
推
進

し
て
い
る
。

　
柱
の
一
つ
で
あ
る
「
公
共
施
設
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
で
は
、
実
行
計
画
に
基
づ
き
、

受
益
と
負
担
の
あ
り
方
の
視
点
か
ら
、
公

共
施
設
の
利
用
料
金
を
見
直
し
、
公
共
施

設
の
保
有
量
を
、
今
後
４０
年
間
で
約
２４
・

２
％
削
減
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
さ
ら
な
る
事
務
事
業
の
見
直
し
や
事
業

の
「
選
択
と
集
中
」
に
取
り
組
み
、
将
来

の
発
展
に
つ
な
が
る
政
策
を
着
実
に
推
進

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
首
都
圏
等
で
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、

　
　
　
　
　
市
長
自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
行
い
、
本
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
は
ど

う
か
、
見
解
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
本
市
へ
の
移
住
促
進
で
は
、

　
　
　
　
　
北
九
州
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
ｉ

ｎ
東
京
な
ど
、
積
極
的
に
首
都
圏
で
Ｐ
Ｒ

活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

　
地
方
創
生
元
年
と
称
さ
れ
た
昨
年
度
は
、

北
九
州
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ラ
ウ
ン
ジ
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ
や
北
九
州
市
・
企
業
の
地
方
進
出
支

援
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
東
京
な
ど
、
数
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
自
ら
出
席
し
て
、「
住
み

よ
い
街
、
北
九
州
」
の
発
信
に
努
め
て
き
た
。

　
移
住
促
進
で
は
、
ま
ず
は
多
く
の
方
々

に
本
市
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
用
し
て
、
本
市
の

魅
力
や
移
住
受
け
入
れ
に
対
す
る
熱
意
を
、

私
自
身
の
声
で
発
信
し
、
移
住
促
進
に
向

け
た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　
　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を

　
　
　
　
　
通
じ
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
と
し

て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
に
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

　
　
　
　
　
ン
ス
ク
ー
ル
は
、１１
回
開
催
し
、

１９
件
、
約
８０
店
舗
の
遊
休
不
動
産
の
再
生

と
延
べ
445
名
の
雇
用
を
創
出
し
、
商
店
街

の
通
行
量
は
３
割
増
加
し
た
。こ
の
中
に
は
、

古
い
民
家
を
レ
ス
ト
ラ
ン
に
再
生
し
た
も

の
、
２
坪
か
ら
店
舗
を
持
つ
こ
と
の
で
き

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
、
飲
食
店
を
Ｉ
Ｔ

関
係
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
に
転
換
し
た
も
の

な
ど
、
ま
ち
の
新
た
な
魅
力
を
創
出
す
る

拠
点
と
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
成
果
は
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、

ま
ち
づ
く
り
事
業
者
、
商
店
街
関
係
者
な

ど
が
連
携
し
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
無
理

せ
ず
取
り
組
ん
だ
結
果
で
あ
る
。
リ
ス
ク

を
抑
え
た
小
さ
な
投
資
を
積
み
重
ね
、
エ

リ
ア
全
体
の
価
値
を
高
め
て
い
く
ア
プ
ロ

ー
チ
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
有

効
な
手
法
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
公
園
愛
護
会
が
解
散
し
て
い

　
　
　
　
　
た
り
そ
の
懸
念
が
あ
る
公
園

か
ら
優
先
的
に
統
廃
合
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
公
園
統
廃
合
は
、
既
存
ス
ト

　
　
　
　
　
ッ
ク
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
、
利
用
が
低
迷
し
て
い
る
狭
小
な
公
園

等
の
廃
止
と
併
せ
て
、
ま
と
ま
っ
た
規
模

の
公
園
の
新
設
、
拡
張
を
行
う
も
の
で
、

本
市
が
他
の
都
市
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん

で
き
た
。

　
公
園
統
廃
合
で
は
、
地
域
住
民
の
要
望

と
合
意
を
も
と
に
、
種
地
が
確
保
で
き
る

こ
と
や
利
用
の
活
性
化
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
条
件
が
整
え
ば
積
極

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
利
用
頻
度
の
低
い
公
園
の
活
性

化
で
は
、
平
成
２０
年
度
か
ら
地
域
住
民
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
再
整
備
計
画
を
策

定
す
る
「
地
域
に
役
立
つ
公
園
づ
く
り
」

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
も
、地
域
の
ニ
ー
ズ
を
聞
き
な
が
ら
、

愛
着
を
持
っ
て
利
用
し
て
も
ら
え
る
公
園

づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　
　
　
　
　
本
市
活
性
化
に
向
け
て
、
今

　
　
　
　
　
後
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
若
松
区

へ
の
寄
港
に
ど
の
よ
う
な
対
策
で
臨
む
の

か
。

　
　
　
　
　
ひ
び
き
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

　
　
　
　
　
ル
へ
の
寄
港
に
先
立
ち
、
中

国
本
土
の
旅
行
社
か
ら
日
本
側
で
の
団
体

バ
ス
ツ
ア
ー
の
運
営
を
任
せ
ら
れ
る
旅
行

社
７
社
に
対
し
て
、
延
べ
１５
回
、
本
市
の

観
光
地
の
紹
介
や
観
光
ル
ー
ト
の
提
案
を

行
う
な
ど
誘
致
活
動
に
努
め
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ
シ
ャ

ン
で
は
、
全
て
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に
小
倉
城

観
光
が
組
み
込
ま
れ
、
コ
ス
タ
・
フ
ォ
ー

チ
ュ
ナ
で
は
一
部
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に
、
門
司

港
レ
ト
ロ
観
光
が
組
み
込
ま
れ
た
。

　
今
後
、
短
い
滞
在
時
間
の
中
で
も
よ
り

多
く
の
観
光
客
に
本
市
に
立
ち
寄
っ
て
も

ら
う
た
め
に
は
、
本
市
観
光
地
の
一
層
の

知
名
度
向
上
が
課
題
で
あ
る
。
日
本
側
の

旅
行
社
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
側
の
旅
行

社
に
対
し
て
も
本
市
観
光
地
の
魅
力
を
強

く
訴
え
か
け
て
い
く
。

　
　
　
　
　
手
話
言
語
の
普
及
に
向
け
た

　
　
　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
障
害
者
団
体
が

　
　
　
　
　
中
心
と
な
っ
て
、
コ
ム
シ
テ
ィ

で
働
く
人
を
対
象
に
し
た
ミ
ニ
手
話
講
座

の
実
施
や
市
民
啓
発
イ
ベ
ン
ト
、
手
話
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
、
保
育
所
や
小
学
校
、

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の
手
話
ダ
ン
ス
の
披

露
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
進
め
て
お
り
、

市
も
共
催
な
ど
の
形
で
こ
れ
ら
の
活
動
に

関
わ
り
、
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
日
常
生
活
の
手
続
き
や
行
事
な

ど
の
会
場
へ
の
手
話
通
訳
者
の
派
遣
、
障

害
福
祉
の
相
談
支
援
を
担
う
ろ
う
あ
者
相

談
員
の
配
置
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
話
通

訳
を
行
う
手
話
奉
仕
員
の
養
成
に
取
り
組

み
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
手
話
を
使
用
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
は
、
出
前
講
演
な
ど
に
よ
っ
て
、

市
職
員
や
児
童
生
徒
、
教
員
を
は
じ
め
、

幅
広
い
市
民
が
手
話
を
学
び
、
よ
り
理
解

を
深
め
る
機
会
を
広
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

　
　
　
　
　
ッ
ク
な
ど
世
界
の
舞
台
で
活

躍
す
る
選
手
の
育
成
・
支
援
を
更
に
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
昨
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

　
　
　
　
　
カ
ッ
プ
や
今
年
の
リ
オ
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
、
本

市
ゆ
か
り
の
選
手
が
出
場
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
選
手
の
活
躍
は
、
市
民
に

夢
と
感
動
を
与
え
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、

シ
ビ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
も
大
い
に

つ
な
が
る
。

　
こ
の
た
め
、
本
市
で
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
を
育
成
・
輩
出
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、「
夢
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
」
を

行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
小
学
生
を

対
象
と
し
た
運
動
教
室
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
種
目
の
体
験
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
改
定
し
た
北
九
州
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計

画
に
お
い
て
も
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育

成
に
つ
い
て
、
更
に
強
化
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

　
　
　
　
　
支
援
事
業
の
評
価
と
課
題
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
市

　
　
　
　
　
内
に
お
け
る
発
行
総
額
は
、

平
成
２６
年
度
は
約
３
億
８
５
０
０
万
円
、

平
成
２７
年
度
は
国
の
交
付
金
活
用
に
よ
り
、

約
66
億
４
２
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
昨
年
度
の
事
業
の
終
了
後
、「
商
店
街

の
認
知
度
が
上
が
り
、
新
た
な
顧
客
の
開

拓
に
つ
な
が
っ
た
」
と
の
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
た
。
ま
た
、
商
品
券
の
発
行
を
契
機

に
「
商
店
街
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
」
と

い
っ
た
声
も
あ
り
、
中
長
期
的
に
も
一
定

の
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
消
費
者
か
ら
「
商
品

券
購
入
の
方
法
が
分
か
り
に
く
い
」
と
い

う
声
が
あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
周
知
の
手

法
を
積
み
重
ね
、
消
費
者
へ
の
き
め
細
や

か
な
Ｐ
Ｒ
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
水
ビ
ジ
ネ

　
　
　
　
　
ス
の
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
本
市

　
　
　
　
　
上
下
水
道
事
業
の
国
際
技
術

協
力
は
、
１
９
９
９
年
以
降
、
水
質
改
善

や
漏
水
対
策
な
ど
継
続
的
な
技
術
協
力
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
同
国
で
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
。

　
こ
れ
を
機
に
、
同
国
で
の
水
ビ
ジ
ネ
ス

に
本
格
的
に
参
入
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
に
官
民
で
２３
件
、
約
２８
億
円
に
及

ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
案
件
に
結
び
付
い
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
度
か
ら
は
、
工
業
団
地

に
お
け
る
水
再
生
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築

や
プ
ノ
ン
ペ
ン
都
下
水
・
排
水
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
策
定
な
ど
を
行
っ
た
。

　
今
後
は
、
地
元
企
業
の
高
い
技
術
力
や

事
業
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
、
本
市
の
持

つ
強
み
を
活
か
し
た
設
計
・
施
工
・
運
営

を
包
括
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
案
件
の
受
注

に
も
、
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
　
今
年
７
月
、
八
幡
東
区
の
祇

　
　
　
　
　
園
町
商
店
街
で
計
６
棟
を
焼

く
火
災
が
発
生
し
た
。
商
店
街
の
防
火
対

策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
早
期
通
報
と
迅
速
な
初
期
消

　
　
　
　
　
火
を
目
的
と
し
た
即
効
性
の

あ
る
防
火
対
策
と
し
て
、
２９
カ
所
の
木
造

市
場
と
、
木
造
の
み
の
店
舗
が
連
な
る
２

カ
所
の
商
店
街
に
、
火
災
の
煙
を
感
知
し
、

自
動
で
通
報
を
行
う
「
119
番
自
動
火
災
通

報
シ
ス
テ
ム
」
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
３２

カ
所
の
商
店
街
に
、
初
期
消
火
用
の
消
火

器
を
設
置
す
る
。
さ
ら
に
、
九
州
電
力
の

協
力
に
よ
っ
て
、
木
造
市
場
等
の
各
店
舗

に
お
い
て
、
通
常
の
法
定
点
検
に
加
え
、

漏
電
及
び
電
気
機
器
の
取
り
扱
い
状
況
を
、

特
別
に
点
検
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
併
せ
て
、
近

隣
住
民
と
市
場
が
連
携
し
た
訓
練
や
地
域

と
連
携
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
な
ど
、

自
助
、
共
助
意
識
の
醸
成
を
中
心
と
し
た

ソ
フ
ト
対
策
を
織
り
交
ぜ
、
市
場
や
商
店

街
に
お
け
る
防
火
対
策
の
強
化
に
努
め
て

い
く
。

　
　
　
　
　
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

　
　
　
　
　
度
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を

始
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
々
が
、
偏
見

　
　
　
　
　
や
差
別
に
苦
し
み
、
生
き
づ

ら
さ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
は
人
権
課
題
の
　

一
つ
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
人

権
講
演
会
や
ラ
ジ
オ
番
組
な
ど
を
活
用
し

啓
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
平
成
２７
年
度
に
は
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
の
人

権
を
テ
ー
マ
の
一
つ
に
取
り
上
げ
た
人
権

啓
発
映
画
を
制
作
し
、
今
年
度
か
ら
市
民

や
企
業
向
け
の
研
修
に
活
用
し
て
い
る
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明
は
、
当
事
者

の
生
き
方
を
後
押
し
す
る
な
ど
の
効
果
は

あ
る
が
、
婚
姻
と
同
等
の
社
会
保
障
と
権

利
を
も
た
ら
す
法
的
拘
束
力
は
な
く
、
効

果
に
限
界
が
あ
る
。
基
本
的
に
は
、
自
治

体
ご
と
の
対
応
で
は
な
く
、
国
の
法
制
度

と
し
て
考
え
る
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

　
本
市
で
は
調
査
研
究
の
段
階
で
あ
る
が
、

既
に
導
入
し
て
い
る
自
治
体
の
状
況
や
効

果
、
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
も
引
き

続
き
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　
　
ベ
ト
ナ
ム
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
等
へ

　
　
　
　
　
の
環
境
支
援
の
た
め
、
相
手

方
の
ニ
ー
ズ
や
意
向
の
調
査
、
事
業
化
の

熟
度
の
研
究
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　
　
　
の
展
開
に
よ
る
ア
ジ
ア
の
環

境
改
善
と
低
炭
素
化
を
目
指
し
、
相
手
都

市
の
ニ
ー
ズ
や
社
会
的
状
況
を
踏
ま
え
た

環
境
技
術
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

　
本
市
が
ニ
ー
ズ
を
調
査
す
る
中
で
、
し

尿
や
浄
化
槽
汚
泥
だ
け
で
な
く
、
廃
棄
物

問
題
に
苦
慮
し
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
し
尿
や
浄
化
槽

汚
泥
に
加
え
、
生
ご
み
な
ど
を
統
合
的
に

処
理
し
、
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
に
よ
る

発
電
や
残
さ
と
し
て
の
液
肥
の
農
業
利
用

な
ど
、
総
合
的
な
課
題
解
決
を
目
指
し
、

そ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
イ
フ
ォ
ン

市
カ
ッ
ト
バ
島
に
お
い
て
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
市

グ
リ
ー
ン
成
長
推
進
計
画
に
基
づ
い
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
中
で
あ
る
。

　
今
後
と
も
、
現
地
の
状
況
を
勘
案
し
な

が
ら
、最
良
の
事
業
方
法
を
調
査
・
研
究
し
、

総
合
的
か
つ
効
果
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
　
大
里
地
域
の
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ

　
　
　
　
　
ェ
ク
ト
の
基
本
計
画
策
定
で

は
、
住
民
の
合
意
形
成
に
努
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
今
年
度
は
門
司
競
輪
場
跡
地

　
　
　
　
　
の
土
地
利
用
方
針
や
区
域
設

定
、
居
住
ゾ
ー
ン
の
あ
り
方
を
定
め
る
基

本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

８
月
３０
日
に
行
っ
た
意
見
交
換
会
で
は
、

本
市
に
は
公
共
施
設
が
多
す
ぎ
る
、
居
住

ゾ
ー
ン
の
導
入
は
理
解
で
き
る
な
ど
の
声

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
方
向
性
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
競
輪
場
跡
地
を
公
園
や
住
宅
と
し

て
活
用
を
図
る
こ
と
へ
の
賛
同
は
８１
％
、

余
剰
資
産
は
民
間
売
却
等
を
基
本
と
す
る

こ
と
へ
の
賛
同
は
８６
％
で
あ
っ
た
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
民
意
見
の
把

握
に
努
め
て
い
る
。
節
目
節
目
で
市
民
や

議
会
の
意
見
を
聞
き
、
対
応
可
能
な
意
見

を
計
画
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
モ
デ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
Ｂ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の
次
世
代
都
市

　
　
　
　
　
交
通
シ
ス
テ
ム
を
国
道
３
号

の
小
倉
〜
黒
崎
間
に
導
入
す
る
考
え
が
あ

る
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
平
成
２０
年
１２
月
に

　
　
　
　
　
策
定
し
た
「
北
九
州
市
環
境

首
都
総
合
交
通
戦
略
」
を
基
本
に
、「
北

九
州
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
を

今
年
８
月
に
策
定
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、

次
世
代
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
の
検
討
や
幹

線
バ
ス
路
線
の
高
機
能
化
な
ど
３０
の
施
策

を
掲
げ
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、Ｂ
Ｒ
Ｔ
は
定
時
性
の
確
保
や

輸
送
力
の
増
大
が
可
能
と
な
る
高
次
の
機

能
を
備
え
た
バ
ス
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
大

変
有
効
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
現
在
、
主
要
交
通
拠
点
で
あ
る
小
倉
都

心
と
黒
崎
副
都
心
を
結
ぶ
い
わ
ゆ
る
旧
電

車
通
り
へ
の
導
入
を
視
野
に
入
れ
、
バ
ス

事
業
者
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め

て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
市
民
、
企
業
、
交
通
事
業
者
、

行
政
が
連
携
し
て
、
持
続
可
能
な
公
共
交

通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　
　
　
　
　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
ご
み
出
し

　
　
　
　
　
が
法
的
義
務
で
あ
る
こ
と
を

周
知
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
家
庭
ご
み
の
排
出
方
法
に
つ

　
　
　
　
　
い
て
は
、
市
民
の
遵
守
事
項

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
２７
年
４
月
の
環

境
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
そ
の
周
知

徹
底
と
指
導
の
強
化
に
努
め
て
き
た
。

　
ご
み
出
し
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
の
周
知
徹

底
で
は
、
環
境
情
報
誌
へ
の
特
集
記
事
の

掲
載
、
さ
ら
に
市
外
か
ら
の
転
入
者
や
外

国
人
に
対
し
て
広
く
周
知
す
る
た
め
、
大

学
等
で
の
説
明
会
の
開
催
や
外
国
語
の
掲

示
幕
を
掲
示
す
る
な
ど
行
っ
て
き
た
。

　
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
違
反
に
対
し
て
は
、

違
反
ご
み
の
開
封
調
査
や
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
啓
発
看
板
の
設
置
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　
こ
の
結
果
、ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
違
反
は
、

平
成
２６
年
度
の
767
件
か
ら
、
平
成
２７
年
度

は
409
件
に
減
少
し
、
今
年
度
も
そ
の
傾
向

は
続
い
て
い
る
。

　
今
後
も
地
域
の
声
を
十
分
に
聞
き
な
が

ら
連
携
し
て
、
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
徹
底

や
き
め
細
か
な
指
導
に
努
め
た
い
。
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テ
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都
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テ
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性
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少
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者（
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Ｇ
Ｂ
Ｔ
）

支
援
に
つ
い
て



　
　
　
　
　
平
成
２７
年
度
の
介
護
保
険
法

　
　
　
　
　
改
正
に
よ
り
、
制
度
が
大
き

く
変
わ
っ
た
。
制
度
変
更
に
関
す
る
市
民

周
知
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
法
改
正
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
充

　
　
　
　
　
実
や
給
付
の
重
点
化
・
効
率

化
を
一
体
的
に
行
う
見
直
し
が
行
わ
れ

た
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
要
件
の

変
更
は
、
出
前
ト
ー
ク
や
市
政
だ
よ
り
、

待
機
者
全
員
へ
の
施
設
か
ら
の
個
別
説
明

な
ど
で
周
知
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
要
支
援
１
・
２
の
方
が
利
用
す

る
訪
問
介
護
及
び
通
所
介
護
に
つ
い
て
は
、

今
年
の
１０
月
か
ら
、
従
来
の
保
険
給
付
に

相
当
す
る
「
予
防
給
付
型
サ
ー
ビ
ス
」
と

基
準
を
緩
和
し
た
「
生
活
支
援
型
サ
ー
ビ

ス
」
の
２
つ
の
事
業
を
実
施
す
る
が
、
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
へ
の
チ
ラ
シ
の
郵
送
や
市

政
だ
よ
り
、
出
前
ト
ー
ク
、
出
前
講
演
な

ど
で
の
周
知
に
努
め
て
き
た
。

　
今
後
も
、
改
正
内
容
の
説
明
に
努
め
、

理
解
の
促
進
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
　
公
契
約
条
例
制
定
に
向
け
て
、

　
　
　
　
　
先
行
自
治
体
の
効
果
分
析
な

ど
調
査
研
究
の
再
開
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
平
成
２４
年
度
に

　
　
　
　
　
市
内
部
に
公
契
約
条
例
研
究

会
を
設
置
し
、
平
成
２５
年
３
月
ま
で
、
労

働
関
係
団
体
や
地
元
企
業
な
ど
の
有
識
者

か
ら
意
見
を
聴
取
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
労
働
関
係
団
体
か
ら
は
、

肯
定
的
な
意
見
が
示
さ
れ
た
も
の
の
、
企

業
を
経
営
す
る
立
場
か
ら
は
、
書
類
作
成
、

下
請
の
賃
金
管
理
に
よ
る
事
務
の
増
加
、

賃
金
決
定
へ
の
市
の
介
入
、
社
内
で
の
賃

金
格
差
な
ど
、
そ
の
影
響
を
危
惧
す
る
も

の
が
多
か
っ
た
。

　
公
契
約
条
例
を
制
定
し
た
自
治
体
は

徐
々
に
増
え
て
い
る
が
、
政
令
市
で
は
、

３
都
市
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
条
例
制
定

の
効
果
や
影
響
を
判
断
す
る
に
は
、
今
し

ば
ら
く
時
間
を
要
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
当
面
、
公
契
約
従
事
者
の
労
働
環
境
の

改
善
に
つ
い
て
は
、
現
行
契
約
制
度
を
着

実
に
実
施
す
る
中
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　
　
　
　
　
本
市
に
お
け
る
国
土
強
靭
化

　
　
　
　
　
地
域
計
画
に
対
す
る
考
え
方

や
策
定
の
必
要
性
、
策
定
時
期
や
進
め
方
、

内
容
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
域

　
　
　
　
　
防
災
計
画
で
、
あ
ら
ゆ
る
災

害
を
想
定
し
、災
害
予
防
、災
害
応
急
対
策
、

災
害
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
き
た
。

　
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
は
、
リ
ス
ク
を

幅
広
い
視
点
か
ら
洗
い
出
し
総
括
で
き
る

こ
と
、
脆
弱
性
の
評
価
に
よ
り
、
本
市
の

防
災
の
取
り
組
み
を
再
評
価
で
き
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
本
市
の
防
災
力
の
向
上
が
図

ら
れ
る
の
で
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
全
庁
的

な
検
討
体
制
を
設
け
て
取
り
組
む
予
定
で
、

市
内
部
で
の
検
討
を
今
年
度
中
に
終
え
、

そ
の
う
え
で
外
部
の
有
識
者
や
市
民
の
意

見
を
聞
い
て
議
論
を
深
め
、
早
期
の
計
画

の
策
定
を
目
指
す
。

　
　
　
　
　
市
民
の
戦
争
体
験
や
本
市
の

　
　
　
　
　
歴
史
を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、

子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
場
と
な
る（
仮
称
）

平
和
資
料
館
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
平
和
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
は
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈

念
式
典
の
実
施
や
戦
時
資
料
展
示
コ
ー
ナ

ー
の
運
営
な
ど
、
市
民
に
身
近
で
分
か
り

や
す
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
戦
後
７１
年
が
経
過
し
、
戦
争

の
記
憶
が
ま
す
ま
す
風
化
す
る
こ
と
に
危

機
感
を
持
っ
て
い
る
。
戦
争
を
知
ら
な
い

次
世
代
の
人
々
が
本
市
で
起
き
た
先
の
戦

争
の
悲
劇
に
向
き
合
い
、
平
和
の
大
切
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
更
な
る
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。

　
現
在
、
戦
時
資
料
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

戦
時
下
の
暮
ら
し
を
中
心
と
し
た
展
示
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
、
本
市
の
空
襲

や
長
崎
原
爆
関
連
展
示
の
拡
充
な
ど
の
検

討
と
併
せ
て
、
展
示
場
所
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
る
。

　
　
　
　
　
ス
マ
ー
ト
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス

　
　
　
　
　
テ
ー
シ
ョ
ン
化
に
つ
い
て
、Ｊ

Ｒ
九
州
に
対
し
、
誠
実
な
対
応
を
申
し
入

れ
る
べ
き
。

　
　
　
　
　
本
年
の
６
月
末
に
、
筑
豊
本

　
　
　
　
　
線
の
直
方
駅
か
ら
若
松
駅
間

に
お
い
て
、
直
方
駅
と
折
尾
駅
を
除
く
有

人
駅
で
、
駅
員
を
廃
止
す
る
代
わ
り
に
中

間
駅
に
拠
点
を
設
け
、
集
中
し
て
駅
の
管

理
業
務
を
行
う
「
ス
マ
ー
ト
・
サ
ポ
ー
ト
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
導
入
し
た
い
と
申
し

入
れ
が
あ
っ
た
。

　
本
市
と
し
て
は
、
安
全
面
や
利
便
性
へ

の
配
慮
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
現
状
を
維

持
す
べ
き
で
あ
る
と
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

ま
た
、
地
元
の
方
々
に
対
し
て
は
、
十
分

な
説
明
を
行
い
、
慎
重
か
つ
丁
寧
に
対
応

す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

　
中
で
も
若
松
駅
は
、
主
要
な
交
通
の
乗

り
継
ぎ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
と
も
に
、
か

つ
て
貨
物
取
扱
量
が
日
本
一
を
誇
っ
た
歴

史
的
背
景
や
筑
豊
本
線
の
起
点
の
駅
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
若
松
区
民
の
思
い
に
も
十

分
配
慮
い
た
だ
く
よ
う
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査

　
　
　
　
　
は
体
制
を
強
化
し
早
期
に
終

え
、
防
災
対
策
の
た
め
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
関
係
部
局
で
共
有
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
健
康
被
害
を
防

　
　
　
　
　
止
す
る
た
め
、
民
間
建
築
物

に
お
け
る
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
実

態
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
の
可
能
性
の
高
い
１

０
０
０
㎡
以
上
の
大
規
模
建
築
物
の
う
ち
、

昭
和
３１
年
か
ら
平
成
元
年
に
建
築
さ
れ
た

約
４
０
０
０
棟
に
つ
い
て
、
平
成
２７
年
度

に
調
査
終
了
し
た
。
ま
た
、
平
成
２５
年
度

よ
り
、
１
０
０
０
㎡
未
満
の
建
築
物
に
つ

い
て
も
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
実
態
調
査
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
方
式

で
実
施
し
、
国
の
交
付
金
制
度
を
活
用
し

て
外
部
委
託
を
行
っ
て
い
る
。

　
調
査
結
果
は
、
現
在
、
台
帳
で
管
理
し

て
い
る
が
、
今
後
、
実
態
調
査
の
進
捗
に

伴
い
災
害
時
に
迅
速
な
対
応
を
行
う
た
め
、

地
図
デ
ー
タ
で
管
理
し
関
係
部
局
と
情
報

共
有
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
公
共
施
設
の
利
用
料
金
の
適

　
　
　
　
　
正
化
な
ど
、
更
な
る
行
財
政

改
革
の
取
り
組
み
を
含
め
、
今
後
ど
の
よ

う
に
財
政
規
律
を
維
持
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
福
祉
・
医
療
関
係
経
費
は
、

　
　
　
　
　
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、

今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
の
中
で
、

持
続
可
能
で
安
定
的
な
財
政
運
営
の
た
め

に
は
、
不
断
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

を
通
じ
、
経
営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

　
現
在
、
北
九
州
市
行
財
政
改
革
大
綱
に

掲
げ
た
４
本
の
柱
に
基
づ
き
、
毎
年
度
、

推
進
計
画
を
定
め
、
行
財
政
改
革
を
推
進

し
て
い
る
。

　
柱
の
一
つ
で
あ
る
「
公
共
施
設
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
で
は
、
実
行
計
画
に
基
づ
き
、

受
益
と
負
担
の
あ
り
方
の
視
点
か
ら
、
公

共
施
設
の
利
用
料
金
を
見
直
し
、
公
共
施

設
の
保
有
量
を
、
今
後
４０
年
間
で
約
２４
・

２
％
削
減
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
さ
ら
な
る
事
務
事
業
の
見
直
し
や
事
業

の
「
選
択
と
集
中
」
に
取
り
組
み
、
将
来

の
発
展
に
つ
な
が
る
政
策
を
着
実
に
推
進

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
首
都
圏
等
で
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、

　
　
　
　
　
市
長
自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
行
い
、
本
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
は
ど

う
か
、
見
解
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
本
市
へ
の
移
住
促
進
で
は
、

　
　
　
　
　
北
九
州
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
ｉ

ｎ
東
京
な
ど
、
積
極
的
に
首
都
圏
で
Ｐ
Ｒ

活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

　
地
方
創
生
元
年
と
称
さ
れ
た
昨
年
度
は
、

北
九
州
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ラ
ウ
ン
ジ
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ
や
北
九
州
市
・
企
業
の
地
方
進
出
支

援
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
東
京
な
ど
、
数
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
自
ら
出
席
し
て
、「
住
み

よ
い
街
、
北
九
州
」
の
発
信
に
努
め
て
き
た
。

　
移
住
促
進
で
は
、
ま
ず
は
多
く
の
方
々

に
本
市
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
用
し
て
、
本
市
の

魅
力
や
移
住
受
け
入
れ
に
対
す
る
熱
意
を
、

私
自
身
の
声
で
発
信
し
、
移
住
促
進
に
向

け
た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　
　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を

　
　
　
　
　
通
じ
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
と
し

て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
に
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

　
　
　
　
　
ン
ス
ク
ー
ル
は
、１１
回
開
催
し
、

１９
件
、
約
８０
店
舗
の
遊
休
不
動
産
の
再
生

と
延
べ
445
名
の
雇
用
を
創
出
し
、
商
店
街

の
通
行
量
は
３
割
増
加
し
た
。こ
の
中
に
は
、

古
い
民
家
を
レ
ス
ト
ラ
ン
に
再
生
し
た
も

の
、
２
坪
か
ら
店
舗
を
持
つ
こ
と
の
で
き

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
、
飲
食
店
を
Ｉ
Ｔ

関
係
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
に
転
換
し
た
も
の

な
ど
、
ま
ち
の
新
た
な
魅
力
を
創
出
す
る

拠
点
と
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
成
果
は
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、

ま
ち
づ
く
り
事
業
者
、
商
店
街
関
係
者
な

ど
が
連
携
し
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
無
理

せ
ず
取
り
組
ん
だ
結
果
で
あ
る
。
リ
ス
ク

を
抑
え
た
小
さ
な
投
資
を
積
み
重
ね
、
エ

リ
ア
全
体
の
価
値
を
高
め
て
い
く
ア
プ
ロ

ー
チ
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
有

効
な
手
法
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
公
園
愛
護
会
が
解
散
し
て
い

　
　
　
　
　
た
り
そ
の
懸
念
が
あ
る
公
園

か
ら
優
先
的
に
統
廃
合
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
公
園
統
廃
合
は
、
既
存
ス
ト

　
　
　
　
　
ッ
ク
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
、
利
用
が
低
迷
し
て
い
る
狭
小
な
公
園

等
の
廃
止
と
併
せ
て
、
ま
と
ま
っ
た
規
模

の
公
園
の
新
設
、
拡
張
を
行
う
も
の
で
、

本
市
が
他
の
都
市
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん

で
き
た
。

　
公
園
統
廃
合
で
は
、
地
域
住
民
の
要
望

と
合
意
を
も
と
に
、
種
地
が
確
保
で
き
る

こ
と
や
利
用
の
活
性
化
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
条
件
が
整
え
ば
積
極

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
利
用
頻
度
の
低
い
公
園
の
活
性

化
で
は
、
平
成
２０
年
度
か
ら
地
域
住
民
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
再
整
備
計
画
を
策

定
す
る
「
地
域
に
役
立
つ
公
園
づ
く
り
」

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
も
、地
域
の
ニ
ー
ズ
を
聞
き
な
が
ら
、

愛
着
を
持
っ
て
利
用
し
て
も
ら
え
る
公
園

づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　
　
　
　
　
本
市
活
性
化
に
向
け
て
、
今

　
　
　
　
　
後
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
若
松
区

へ
の
寄
港
に
ど
の
よ
う
な
対
策
で
臨
む
の

か
。

　
　
　
　
　
ひ
び
き
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

　
　
　
　
　
ル
へ
の
寄
港
に
先
立
ち
、
中

国
本
土
の
旅
行
社
か
ら
日
本
側
で
の
団
体

バ
ス
ツ
ア
ー
の
運
営
を
任
せ
ら
れ
る
旅
行

社
７
社
に
対
し
て
、
延
べ
１５
回
、
本
市
の

観
光
地
の
紹
介
や
観
光
ル
ー
ト
の
提
案
を

行
う
な
ど
誘
致
活
動
に
努
め
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ
シ
ャ

ン
で
は
、
全
て
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に
小
倉
城

観
光
が
組
み
込
ま
れ
、
コ
ス
タ
・
フ
ォ
ー

チ
ュ
ナ
で
は
一
部
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に
、
門
司

港
レ
ト
ロ
観
光
が
組
み
込
ま
れ
た
。

　
今
後
、
短
い
滞
在
時
間
の
中
で
も
よ
り

多
く
の
観
光
客
に
本
市
に
立
ち
寄
っ
て
も

ら
う
た
め
に
は
、
本
市
観
光
地
の
一
層
の

知
名
度
向
上
が
課
題
で
あ
る
。
日
本
側
の

旅
行
社
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
側
の
旅
行

社
に
対
し
て
も
本
市
観
光
地
の
魅
力
を
強

く
訴
え
か
け
て
い
く
。

　
　
　
　
　
手
話
言
語
の
普
及
に
向
け
た

　
　
　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
障
害
者
団
体
が

　
　
　
　
　
中
心
と
な
っ
て
、
コ
ム
シ
テ
ィ

で
働
く
人
を
対
象
に
し
た
ミ
ニ
手
話
講
座

の
実
施
や
市
民
啓
発
イ
ベ
ン
ト
、
手
話
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
、
保
育
所
や
小
学
校
、

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の
手
話
ダ
ン
ス
の
披

露
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
進
め
て
お
り
、

市
も
共
催
な
ど
の
形
で
こ
れ
ら
の
活
動
に

関
わ
り
、
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
日
常
生
活
の
手
続
き
や
行
事
な

ど
の
会
場
へ
の
手
話
通
訳
者
の
派
遣
、
障

害
福
祉
の
相
談
支
援
を
担
う
ろ
う
あ
者
相

談
員
の
配
置
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
話
通

訳
を
行
う
手
話
奉
仕
員
の
養
成
に
取
り
組

み
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
手
話
を
使
用
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
は
、
出
前
講
演
な
ど
に
よ
っ
て
、

市
職
員
や
児
童
生
徒
、
教
員
を
は
じ
め
、

幅
広
い
市
民
が
手
話
を
学
び
、
よ
り
理
解

を
深
め
る
機
会
を
広
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

　
　
　
　
　
ッ
ク
な
ど
世
界
の
舞
台
で
活

躍
す
る
選
手
の
育
成
・
支
援
を
更
に
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
昨
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

　
　
　
　
　
カ
ッ
プ
や
今
年
の
リ
オ
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
、
本

市
ゆ
か
り
の
選
手
が
出
場
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
選
手
の
活
躍
は
、
市
民
に

夢
と
感
動
を
与
え
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、

シ
ビ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
も
大
い
に

つ
な
が
る
。

　
こ
の
た
め
、
本
市
で
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
を
育
成
・
輩
出
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、「
夢
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
」
を

行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
小
学
生
を

対
象
と
し
た
運
動
教
室
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
種
目
の
体
験
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
改
定
し
た
北
九
州
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計

画
に
お
い
て
も
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育

成
に
つ
い
て
、
更
に
強
化
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

　
　
　
　
　
支
援
事
業
の
評
価
と
課
題
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
市

　
　
　
　
　
内
に
お
け
る
発
行
総
額
は
、

平
成
２６
年
度
は
約
３
億
８
５
０
０
万
円
、

平
成
２７
年
度
は
国
の
交
付
金
活
用
に
よ
り
、

約
66
億
４
２
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
昨
年
度
の
事
業
の
終
了
後
、「
商
店
街

の
認
知
度
が
上
が
り
、
新
た
な
顧
客
の
開

拓
に
つ
な
が
っ
た
」
と
の
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
た
。
ま
た
、
商
品
券
の
発
行
を
契
機

に
「
商
店
街
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
」
と

い
っ
た
声
も
あ
り
、
中
長
期
的
に
も
一
定

の
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
消
費
者
か
ら
「
商
品

券
購
入
の
方
法
が
分
か
り
に
く
い
」
と
い

う
声
が
あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
周
知
の
手

法
を
積
み
重
ね
、
消
費
者
へ
の
き
め
細
や

か
な
Ｐ
Ｒ
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
水
ビ
ジ
ネ

　
　
　
　
　
ス
の
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
本
市

　
　
　
　
　
上
下
水
道
事
業
の
国
際
技
術

協
力
は
、
１
９
９
９
年
以
降
、
水
質
改
善

や
漏
水
対
策
な
ど
継
続
的
な
技
術
協
力
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
同
国
で
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
。

　
こ
れ
を
機
に
、
同
国
で
の
水
ビ
ジ
ネ
ス

に
本
格
的
に
参
入
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
に
官
民
で
２３
件
、
約
２８
億
円
に
及

ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
案
件
に
結
び
付
い
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
度
か
ら
は
、
工
業
団
地

に
お
け
る
水
再
生
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築

や
プ
ノ
ン
ペ
ン
都
下
水
・
排
水
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
策
定
な
ど
を
行
っ
た
。

　
今
後
は
、
地
元
企
業
の
高
い
技
術
力
や

事
業
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
、
本
市
の
持

つ
強
み
を
活
か
し
た
設
計
・
施
工
・
運
営

を
包
括
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
案
件
の
受
注

に
も
、
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
　
今
年
７
月
、
八
幡
東
区
の
祇

　
　
　
　
　
園
町
商
店
街
で
計
６
棟
を
焼

く
火
災
が
発
生
し
た
。
商
店
街
の
防
火
対

策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
早
期
通
報
と
迅
速
な
初
期
消

　
　
　
　
　
火
を
目
的
と
し
た
即
効
性
の

あ
る
防
火
対
策
と
し
て
、
２９
カ
所
の
木
造

市
場
と
、
木
造
の
み
の
店
舗
が
連
な
る
２

カ
所
の
商
店
街
に
、
火
災
の
煙
を
感
知
し
、

自
動
で
通
報
を
行
う
「
119
番
自
動
火
災
通

報
シ
ス
テ
ム
」
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
３２

カ
所
の
商
店
街
に
、
初
期
消
火
用
の
消
火

器
を
設
置
す
る
。
さ
ら
に
、
九
州
電
力
の

協
力
に
よ
っ
て
、
木
造
市
場
等
の
各
店
舗

に
お
い
て
、
通
常
の
法
定
点
検
に
加
え
、

漏
電
及
び
電
気
機
器
の
取
り
扱
い
状
況
を
、

特
別
に
点
検
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
併
せ
て
、
近

隣
住
民
と
市
場
が
連
携
し
た
訓
練
や
地
域

と
連
携
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
な
ど
、

自
助
、
共
助
意
識
の
醸
成
を
中
心
と
し
た

ソ
フ
ト
対
策
を
織
り
交
ぜ
、
市
場
や
商
店

街
に
お
け
る
防
火
対
策
の
強
化
に
努
め
て

い
く
。

　
　
　
　
　
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

　
　
　
　
　
度
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を

始
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
々
が
、
偏
見

　
　
　
　
　
や
差
別
に
苦
し
み
、
生
き
づ

ら
さ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
は
人
権
課
題
の
　

一
つ
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
人

権
講
演
会
や
ラ
ジ
オ
番
組
な
ど
を
活
用
し

啓
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
平
成
２７
年
度
に
は
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
の
人

権
を
テ
ー
マ
の
一
つ
に
取
り
上
げ
た
人
権

啓
発
映
画
を
制
作
し
、
今
年
度
か
ら
市
民

や
企
業
向
け
の
研
修
に
活
用
し
て
い
る
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明
は
、
当
事
者

の
生
き
方
を
後
押
し
す
る
な
ど
の
効
果
は

あ
る
が
、
婚
姻
と
同
等
の
社
会
保
障
と
権

利
を
も
た
ら
す
法
的
拘
束
力
は
な
く
、
効

果
に
限
界
が
あ
る
。
基
本
的
に
は
、
自
治

体
ご
と
の
対
応
で
は
な
く
、
国
の
法
制
度

と
し
て
考
え
る
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

　
本
市
で
は
調
査
研
究
の
段
階
で
あ
る
が
、

既
に
導
入
し
て
い
る
自
治
体
の
状
況
や
効

果
、
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
も
引
き

続
き
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　
　
ベ
ト
ナ
ム
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
等
へ

　
　
　
　
　
の
環
境
支
援
の
た
め
、
相
手

方
の
ニ
ー
ズ
や
意
向
の
調
査
、
事
業
化
の

熟
度
の
研
究
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　
　
　
の
展
開
に
よ
る
ア
ジ
ア
の
環

境
改
善
と
低
炭
素
化
を
目
指
し
、
相
手
都

市
の
ニ
ー
ズ
や
社
会
的
状
況
を
踏
ま
え
た

環
境
技
術
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

　
本
市
が
ニ
ー
ズ
を
調
査
す
る
中
で
、
し

尿
や
浄
化
槽
汚
泥
だ
け
で
な
く
、
廃
棄
物

問
題
に
苦
慮
し
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
し
尿
や
浄
化
槽

汚
泥
に
加
え
、
生
ご
み
な
ど
を
統
合
的
に

処
理
し
、
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
に
よ
る

発
電
や
残
さ
と
し
て
の
液
肥
の
農
業
利
用

な
ど
、
総
合
的
な
課
題
解
決
を
目
指
し
、

そ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
イ
フ
ォ
ン

市
カ
ッ
ト
バ
島
に
お
い
て
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
市

グ
リ
ー
ン
成
長
推
進
計
画
に
基
づ
い
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
中
で
あ
る
。

　
今
後
と
も
、
現
地
の
状
況
を
勘
案
し
な

が
ら
、最
良
の
事
業
方
法
を
調
査
・
研
究
し
、

総
合
的
か
つ
効
果
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
　
大
里
地
域
の
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ

　
　
　
　
　
ェ
ク
ト
の
基
本
計
画
策
定
で

は
、
住
民
の
合
意
形
成
に
努
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
今
年
度
は
門
司
競
輪
場
跡
地

　
　
　
　
　
の
土
地
利
用
方
針
や
区
域
設

定
、
居
住
ゾ
ー
ン
の
あ
り
方
を
定
め
る
基

本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

８
月
３０
日
に
行
っ
た
意
見
交
換
会
で
は
、

本
市
に
は
公
共
施
設
が
多
す
ぎ
る
、
居
住

ゾ
ー
ン
の
導
入
は
理
解
で
き
る
な
ど
の
声

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
方
向
性
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
競
輪
場
跡
地
を
公
園
や
住
宅
と
し

て
活
用
を
図
る
こ
と
へ
の
賛
同
は
８１
％
、

余
剰
資
産
は
民
間
売
却
等
を
基
本
と
す
る

こ
と
へ
の
賛
同
は
８６
％
で
あ
っ
た
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
民
意
見
の
把

握
に
努
め
て
い
る
。
節
目
節
目
で
市
民
や

議
会
の
意
見
を
聞
き
、
対
応
可
能
な
意
見

を
計
画
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
モ
デ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
Ｂ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の
次
世
代
都
市

　
　
　
　
　
交
通
シ
ス
テ
ム
を
国
道
３
号

の
小
倉
〜
黒
崎
間
に
導
入
す
る
考
え
が
あ

る
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
平
成
２０
年
１２
月
に

　
　
　
　
　
策
定
し
た
「
北
九
州
市
環
境

首
都
総
合
交
通
戦
略
」
を
基
本
に
、「
北

九
州
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
を

今
年
８
月
に
策
定
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、

次
世
代
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
の
検
討
や
幹

線
バ
ス
路
線
の
高
機
能
化
な
ど
３０
の
施
策

を
掲
げ
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、Ｂ
Ｒ
Ｔ
は
定
時
性
の
確
保
や

輸
送
力
の
増
大
が
可
能
と
な
る
高
次
の
機

能
を
備
え
た
バ
ス
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
大

変
有
効
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
現
在
、
主
要
交
通
拠
点
で
あ
る
小
倉
都

心
と
黒
崎
副
都
心
を
結
ぶ
い
わ
ゆ
る
旧
電

車
通
り
へ
の
導
入
を
視
野
に
入
れ
、
バ
ス

事
業
者
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め

て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
市
民
、
企
業
、
交
通
事
業
者
、

行
政
が
連
携
し
て
、
持
続
可
能
な
公
共
交

通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　
　
　
　
　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
ご
み
出
し

　
　
　
　
　
が
法
的
義
務
で
あ
る
こ
と
を

周
知
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
家
庭
ご
み
の
排
出
方
法
に
つ

　
　
　
　
　
い
て
は
、
市
民
の
遵
守
事
項

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
２７
年
４
月
の
環

境
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
そ
の
周
知

徹
底
と
指
導
の
強
化
に
努
め
て
き
た
。

　
ご
み
出
し
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
の
周
知
徹

底
で
は
、
環
境
情
報
誌
へ
の
特
集
記
事
の

掲
載
、
さ
ら
に
市
外
か
ら
の
転
入
者
や
外

国
人
に
対
し
て
広
く
周
知
す
る
た
め
、
大

学
等
で
の
説
明
会
の
開
催
や
外
国
語
の
掲

示
幕
を
掲
示
す
る
な
ど
行
っ
て
き
た
。

　
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
違
反
に
対
し
て
は
、

違
反
ご
み
の
開
封
調
査
や
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
啓
発
看
板
の
設
置
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　
こ
の
結
果
、ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
違
反
は
、

平
成
２６
年
度
の
767
件
か
ら
、
平
成
２７
年
度

は
409
件
に
減
少
し
、
今
年
度
も
そ
の
傾
向

は
続
い
て
い
る
。

　
今
後
も
地
域
の
声
を
十
分
に
聞
き
な
が

ら
連
携
し
て
、
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
徹
底

や
き
め
細
か
な
指
導
に
努
め
た
い
。
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テ
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暴力団対策の総括的評価

ＪＯＣパートナー都市協定について

Q

A

Q

A

暴力団排除条例の制定などによるこれまでの
暴力団排除の取り組みに対する総括的評価に

ついて尋ねる。

ごみの分別・リサイクルで家庭ごみが減っている。
処理コストの軽減分を市民に対してごみ袋値下

げで還元すべきではないか。

本市では、これまで啓発活動や民事介入暴力に
ついての相談の実施、市のあらゆる事務事業か

らの徹底した暴力団排除に努めてきた。また、国に
対して要望活動を行った結果、県警察官の増員や暴
力団対策法の抜本的改正などが着実に進んできた。
　本年１月実施の「企業対象暴力に対するアンケー
ト」では、暴力団等から不当要求を受けたと回答し
た企業は２％、４社で、ピーク時の平成１５年の３３．９
％、９７社から大幅に減っており、暴力団対策は着実
に進展している。

平成１５年度比で家庭ごみ量の３３％削減やリ
サイクル率を３５％に向上するなどの高い目標

に向けて取り組んでおり、この歩みを緩めることな
くごみの減量・資源化を推進していきたい。このため、
指定袋の手数料を改定する考えはない。
　なお、家庭ごみの処理には、約８０億円を要してい
るが、市民が指定袋で負担しているのは処理経費の
約２０％に当たる約１５億円であり、収支は見合って
いない。
　ごみの減量・資源化をさらに促進していくために
は、ごみ排出者として、市民にも一定の役割を分担
していただく必要がある。

日本オリンピック委員会（ＪＯＣ）とのパートナー
都市協定を早急に締結すべきと思うが見解を

尋ねる。

ＩＣＴ（情報通信技術）の活用などにより保育以外
の業務負担を軽減すべきと考えるがどうか。

近年、ＪＯＣは、川崎市などスポーツ政策の中に
オリンピック・ムーブメントに関連する取り組み

を盛り込んだ都市と協定を締結している。
　協定締結により期待される効果として、オリンピ
アンが本市のジュニア選手を直接指導するなど、選
手の強化育成に一定の効果がもたらされることな
どが挙げられる。
　現在、締結の前提となるＪＯＣ視察団の受け入れ
に向けた調整を行っている。
　キャンプ地誘致に弾みをつけるためにも、年内の
協定締結を目標に取り組んでいきたい。

保育士の職場環境の改善について、今年度から
ＩＣＴ導入費用の一部を補助する制度を実施した。

具体的には、園児の基本情報や既往症などの情報
を管理する園児台帳と指導計画や保育日誌を連動
させるなどの取り組みに支援を行っている。
　ＩＣＴ導入により、保育士の業務負担の軽減を図る
だけでなく、保育士や保護者にとって必要な情報を
効果的・効率的に活用することも可能となり、保育の
質を向上させる効果も期待できる。
　保育現場のニーズを把握し、さらなるＩＣＴ化の推
進を図るなど、あらゆる方策によって、保育士の職
場環境の改善に努めていきたい。

本市に祖父母がいる市外在住者に対する孫タ
ーンについて、奨励金などの充実とＰＲを図って

はどうか。

孫ターンについては、豊後高田市が、市外在住
の孫世帯を対象に、同市にある祖父母の家で２

年以上定住することを条件に、１世帯あたり１０万円
の奨励金を交付している。また、長崎県でもＰＲを実
施するなど取り組みを強化している。
　本市でも、Ｕ・Ｉターン希望登録者の半数を２０代、３
０代が占めている。こうした若い世代の移住希望者
は、仕事とともに、生活コストや交通利便性など豊か
な暮らしを重視する傾向にある。様々な施策の充実
を図り、「住みよい街」という特徴を若い世代へ働き
かけることで、更なるＵ・Ｉターン就職に繋げていく。
　

門司港レトロに新たな息吹を吹き込むためにも、
遊歩道等の整備を急ぐべきと考えるがどうか。

門司港レトロ地区からめかり地区にかけ、昭和５
９年度から、和布刈観潮遊歩道や旧門司遊歩道

緑地、ノーフォーク広場等の整備を行った。
　更なるにぎわい創出のために、関門海峡という素
晴らしい自然を最大限に活用し、新たな観光客の需
要を取り込むことは、重要な課題である。遊歩道等
は、供用開始から、約３０年が経過しているものもあ
り、施設の老朽化、市民ニーズの変化等も踏まえた
新たな視点からの検討が必要である。
　利用者ニーズの把握や施設の再点検を行い、対
応策を整理した上で、必要な整備を行いたい。　

家庭ごみ袋料金の値下げ

保育士の職場環境の改善

Q

A

Q

A

孫ターンについて

にぎわいづくり推進と観光客集客振興

Q

A

Q

A

請願17件、陳情89件が継続審査になりました。

請願・陳情の審議結果

9月23日に行われた市長への質疑の中から、いくつかの質疑と答弁の要旨を紹介します。9月23日に行われた市長への質疑の中から、いくつかの質疑と答弁の要旨を紹介します。

　
　
　
　
　
決
算
の
特
色
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
平
成
２７
年
度
は
、
本
市
の
魅

　
　
　
　
　
力
を
高
め
、
人
や
企
業
が
集

ま
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
、
女
性

や
若
者
が
定
着
す
る
地
方
創
生
の
成
功
モ

デ
ル
都
市
を
目
指
す
思
い
で
取
り
組
ん
だ
。

　
政
策
面
で
は
、
重
点
的
に
取
り
組
む
５

つ
の
柱
を
掲
げ
た
。

　「
高
齢
・
少
子
対
策
の
加
速
」
で
は
、

認
知
症
支
援
・
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
の
開

設
に
向
け
た
改
修
や
予
備
保
育
士
の
雇
用

費
の
助
成
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。「
地
域

経
済
対
策
の
推
進
」
で
は
、
北
九
州
空
港

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、
200
便
を

超
え
る
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
を
実

現
し
、
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
Ｔ

Ｇ
Ｃ
）
や
北
九
州
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
た
。

「
魅
力
的
な
地
域
の
創
生
を
推
進
」
で
は
、

地
域
企
業
の
魅
力
を
情
報
発
信
す
る
た
め

北
九
州
ゆ
め
み
ら
い
ワ
ー
ク
を
開
催
し
た
。

「
環
境
未
来
都
市
の
創
造
」
で
は
、
城
野

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
街
区
形
成
事
業
を
着
実
に

進
め
た
。「
安
全
・
安
心
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
で
は
、
安
全
・
安

心
条
例
行
動
計
画
を
策
定
し
、
地
域
の
自

主
防
犯
活
動
の
活
発
化
な
ど
に
取
り
組
ん

だ
。

　
財
政
運
営
で
は
、
収
支
改
善
に
取
り
組

み
、
３
年
連
続
し
て
、
財
源
調
整
基
金
を

取
り
崩
す
こ
と
な
く
収
支
が
均
衡
し
た
。

　
今
後
と
も
、
一
層
、
事
業
の
「
選
択
と

集
中
」
を
図
り
、
持
続
可
能
で
安
定
的
な

財
政
運
営
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　
　
本
市
の
人
口
が
転
出
超
過
と

　
　
　
　
　
な
っ
て
い
る
が
年
代
別
の
原

因
と
対
応
策
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
０
歳
か
ら
９
歳
の
転
出
は
、

　
　
　
　
　
保
護
者
に
同
伴
す
る
も
の
な

の
で
、
保
護
者
世
代
に
向
け
て
、
子
育
て

環
境
の
充
実
、
雇
用
の
場
の
拡
大
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
２０
歳
代
前
半
は
、
市
内
の
大
学
の
卒
業

者
の
約
８
割
が
市
外
の
企
業
に
就
職
し
、

市
外
か
ら
の
転
入
も
少
な
い
。
情
報
通
信

産
業
や
本
社
・
研
究
機
能
等
の
誘
致
、
地

元
就
職
促
進
に
向
け
た
奨
学
金
返
済
支
援

の
検
討
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
７０
歳
以
上
は
、
市
外
に
居
住
す
る
親
族

と
同
居
す
る
た
め
の
転
出
な
ど
親
族
の
事

情
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
い
。
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
方
々
に
長
年
培
っ
た
技

術
・
経
験
な
ど
を
活
か
し
て
、
地
元
に
Ｕ

タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
し
て
活
躍
し
て
も
ら

う
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
世
代
に
対
す
る

転
出
防
止
策
を
行
う
と
と
も
に
、
雇
用
を

増
や
す
取
り
組
み
等
を
積
極
的
に
進
め
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を

オ
ー
ル
北
九
州
で
加
速
さ
せ
る
。

　
　
　
　
　
本
市
を
一
言
で
言
い
表
す
キ
ャ

　
　
　
　
　
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
作
り
、
市
の

イ
メ
ー
ジ
が
内
外
に
定
着
す
る
ま
で
使
い

続
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
本
市
は
、
多
彩
な
文
化
や
歴

　
　
　
　
　
史
な
ど
に
根
差
し
た
多
種
多

様
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
あ
り
、
そ

れ
を
一
言
で
表
現
す
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
。

　「
元
気
発
進
！
北
九
州
」
プ
ラ
ン
の
中
で

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
に
掲
げ
て
い
る
「
人

と
文
化
を
育
み
、
世
界
に
つ
な
が
る
、
環

境
と
技
術
の
ま
ち
」
を
基
軸
と
し
て
、「
世

界
遺
産
の
あ
る
街
・
北
九
州
市
」「
世
界

の
環
境
首
都
」「
子
育
て
日
本
一
を
実
感
で

き
る
ま
ち
」「
映
画
の
街
・
北
九
州
」「
文

学
の
街
・
北
九
州
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
場

面
や
目
的
に
応
じ
て
、情
報
発
信
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
本
市
の
魅
力
・
強
み
を
国
内

外
に
さ
ら
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
場
面
や

目
的
に
応
じ
て
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
活
用
す

る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
粘
り
強
く

情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
に

　
　
　
　
　
対
す
る
県
の
補
助
事
業
に
政

令
市
も
対
象
と
す
る
よ
う
県
に
要
望
す
べ

き
。
ま
た
、
市
単
独
の
ハ
ー
ド
事
業
計
画

を
作
成
し
、
県
に
事
業
対
象
の
変
更
を
要

望
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
は
、

　
　
　
　
　
法
律
に
基
づ
き
、
土
地
所
有

者
や
管
理
者
等
が
施
工
す
る
こ
と
が
困
難

ま
た
は
不
適
当
な
場
合
に
都
道
府
県
が
施

工
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

市
内
８２
カ
所
が
完
成
し
、
今
年
度
も
１４
カ

所
で
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
１０

年
間
の
事
業
費
は
約
３０
億
円
で
あ
る
。

　
市
で
は
、
県
の
工
事
を
推
進
す
る
た
め
、

県
と
き
め
細
か
な
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

併
せ
て
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
周
知
、

警
戒
避
難
体
制
の
整
備
な
ど
ソ
フ
ト
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成
２７
年
度
は
、

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
各
世
帯
に
配
布
し
、

市
民
と
の
図
上
訓
練
な
ど
に
取
り
組
み
、

最
近
５
カ
年
の
決
算
額
の
合
計
は
、
約
１

億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
県
の
工
事
に
必
要
な
地
元

調
整
な
ど
に
積
極
的
に
協
力
し
、
土
砂
災

害
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。
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◇市議会のホームページで市議会だよりや、本会議の会議録、インターネット中継などがご覧いただけます。
　アドレスはhttp://www.city.kitakyushu.lg.jp/sigikai/です。

　本会議での質疑・質問と答弁は、要約したものを掲載しています。
　詳細を記した会議録は、12月上旬以降、市立文書館、中央図書館、
門司・若松・八幡・八幡西・戸畑図書館、市議会事務局でご覧いただ
けます。
　また、市議会のホームページの会議録検索システムでも12月中
旬頃から閲覧できます。

本会議での質疑・質問と答弁

1～3面

　9月定例会が9月1日から9月30日までの30日間の会
期で開かれました。
　市長から44件の議案が提出され、審議の結果、すべて
の議案について原案のとおり決定しました。また、議員か
ら提出された議案は13件で、うち9件を可決しました。

平成27年度
各会計決算
を認定！！

4面

本会議での質疑・質問と答弁

本会議での質疑・質問と答弁

決算特別委員会の市長質疑での質問と答弁

議会報告会のお知らせ など

主
な
内
容

岡　本　義　之
森　　　浩　明
荒　川　　　徹
藤　沢　加　代
本　田　忠　弘
木　畑　広　宣
福　島　　　司
山　内　涼　成
田　中　光　明
西　田　　　一
奥　村　直　樹
松　岡　裕一郎
加　藤　武　朗
八　記　博　春
吉　村　太　志
佐　藤　栄　作
山　本　真　理
上　野　照　弘
鷹　木　研一郎
新　上　健　一
村　上　直　樹
大久保　無　我
柳　井　　　誠
波　田　千賀子
佐　藤　　　茂
村　上　幸　一

　本会議では、各会派から次の26
人の議員が質疑・質問を行いました。
（発言順。掲載記事の順番とは異な
ります。）

議
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市

　長

議

　員

市

　長

議
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市
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議

　員

市

　長

公 明 党
ハートフル北九州
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公 明 党
公 明 党
ハートフル北九州
日 本 共 産 党
日 本 共 産 党
自 由 民 主 党
ハートフル北九州
公 明 党
維 新 の 会
日 本 共 産 党
地 域 の 声
みんなの北九州
ふくおかネット
自 由 民 主 党
自 由 民 主 党
自 由 民 主 党
公 明 党
ハートフル北九州
日 本 共 産 党
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視覚障害（1級か2級）のある方に、市議会だよりの点字版、テキスト版CD（※）、
音声版CDなどを無料でお届けします。
※テキスト版CDの視聴は専用ソフトが必要です。

聴覚障害のある方が本会議の傍聴を希望する時は、要約筆記者や手話通訳者
の派遣先を紹介しています。事前にお問い合わせください。

次の定例会は、12月開催の予定です。

□全世帯配布1621001F

お　知　ら　せ

【問い合わせ先】 市議会事務局総務課 ☎582-2621

【問い合わせ先】 市議会事務局政策調査課 ☎582-2632

11月15日（火）旧大連航路上屋２階ホール
若松市民会館小ホール11月21日（月）
　　 議　　場11月22日（火）

議

　員

市

　長

　議員が定例会の会議を長期欠席した場合に、議員報酬の月額を減額する「北九州市議
会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例」が提
案され、全会一致で可決されました。

定例会開会の日から６月を経過した日までの間、定例会の会議を全て欠席した場
合、６月を経過した日の翌月から議員報酬月額の２０%を減額する。
（1）に該当している議員が、定例会開会の日から１年を経過した日までの間、定例
会の会議を全て欠席した場合、１年を経過した日の翌月から議員報酬月額の５０
%を減額する。

議員報酬の改正条例案が可決されました

平成27年度
各会計決算
を認定！！

戦略広報室の設置と民間プロデュース力の活用 災害発生時の情報収集と救助活動

子どもたちが集う公園整備

門司港レトロ地区と若松のにぎわい創出

保育士の職場環境の改善

エアコン設置に伴う夏休みの短縮

可決した意見書・決議
　市議会では、議員提出議案として、市政や市民生活に関わりの深い事柄について改善を
求める等のため、国や関係機関への意見書の提出や決議を行っています。
　今定例会では、７件の意見書、１件の決議を可決しました。その件名をご紹介します。
女性の健康の包括的支援に関する法律の早期成立を求める意見書
無年金者対策の推進を求める意見書
子どもの医療費助成に係る国民健康保険の国庫負担減額調整措置の見直しを求める意見書
返還不要の給付型奨学金の創設及び無利子奨学金の拡充を求める意見書
同一労働同一賃金の実現を求める意見書
有害鳥獣対策の推進を求める意見書 
チーム学校運営の推進等に関する法律の早期制定を求める意見書
北朝鮮の弾道ミサイル発射及び核実験に強く抗議する決議

○
○
○
○
○
○
○
○

１ 適用要件及び減額率

　減額規定を適用されている議員が、定例会、臨時会の会議、議会運営委員会、常任委員
会、特別委員会のいずれかに出席した場合、出席した日の属する月から全額支給する。

2 復帰時の取り扱い

（1）

（2）

※なお、公務災害及び感染症予防法の就業制限の対象となる感染症による欠席につい
　ては、適用しない。

市議会事務局議事課 ☎582-2628

いずれも
18：00受付、18：30開始

22日（火）の議場での議会報告会では、先着６０人は議員席に座ることができ、本会議の雰囲気が
疑似体験できます！！

関門海峡たこ（門司区）

　
　
　
　
　
育
児
と
介
護
を
同
時
に
担
う

　
　
　
　
　「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」
に
関
す
る
実

態
調
査
を
本
市
で
も
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　
　
内
閣
府
が
昨
年
度
行
っ
た
実

　
　
　
　
　
態
調
査
に
よ
る
と
、
ダ
ブ
ル

ケ
ア
を
行
う
人
は
全
国
で
約
２５
万
人
と
推

計
さ
れ
て
い
る
。

　
ダ
ブ
ル
ケ
ア
は
、
働
き
盛
り
の
年
代
が

育
児
と
介
護
の
両
方
を
担
う
こ
と
か
ら
、

担
い
手
の
心
身
に
与
え
る
負
担
は
大
き
く
、

そ
の
方
々
へ
の
配
慮
、
支
援
は
重
要
課
題

で
あ
る
。

　
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
状
態
は
多
種
多
様
で
あ

り
、
世
帯
の
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

支
援
を
行
う
た
め
に
も
、
現
状
や
実
態
を

把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
今
年
度
実
施
す
る
高
齢
者
等
実
態
調
査

で
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
関
す
る
設
問
を
新
た
に

加
え
る
と
と
も
に
、
区
役
所
窓
口
等
で
の

相
談
状
況
な
ど
を
通
じ
て
、
実
態
把
握
に

努
め
た
い
。

ダ
ブ
ル
ケ
ア
支
援
に
つ
い
て

平
成
２７
年
度
決
算
に
つ
い
て

豪
雨
・
土
砂
災
害
対
策

ブロッコリー（小倉南区、若松区など）

人
口
の
転
出
超
過

都
市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
つ
い
て


